
大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯• 大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯
により非常に激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」と
いうキーワードを使って解説する情報を提供。

• 「特別警報級の台風」、「特別警報の可能性が小さくなりました」という
表現を使用する場合は、今後の降雨や暴風等によってどのような災害
が想定されるのかがより伝わるよう解説を一層強化。

• 降雨や暴風等によってどのような災害が想定されるかがより伝わるよう、
平時と緊急時で伝え方を変えるなど、状況に応じた効果的な解説を
一層強化。さらに台風のように長時間のリードタイムを確保できる現象
では、社会の関心が高まっているタイミングでしっかりと解説。

• 詳細な情報を住民自ら取得してもらえる解説を強化するとともに、
安心情報と誤解されないよう、起こり得る災害や引き続き避難行動が
必要とされる状況であることの解説を強化。

• 社会的に大きな影響があった現象について検証の実施・公表。

• 大雨特別警報を警戒レベル５緊急安全確保の発令基準設定例として
位置づけるとともに、危険度分布の警戒レベル４相当の紫への一本化・
警戒レベル５相当の黒の新設。

• 高潮氾濫危険情報の警戒レベル5相当への変更及び「災害発生の切迫」
を含めた高潮氾濫発生情報への名称の一本化。

• 避難情報の対象とならない地域への大雨警報・洪水警報等の発表を
抑止する取組の推進。

• 市町村単位の警戒レベル相当情報が発表されたら、地域の状況が災害の
種類ごとに詳細に分かる情報を確認すること、避難情報が発令されていなく
ても住民自らが避難行動をとる際の判断の参考としていただきたいことの
周知を強化。

防災気象情報の伝え方の改善策と推進すべき取組【概要】
令和２年７月豪雨の際に線状降水帯による大雨への注意喚起が不十分であったこと、また、令和２年台風第10号の際
に「特別警報の可能性が小さくなった」という表現が安心情報として受け取られた可能性があること、などの指摘があった。
「防災気象情報の伝え方に関する検討会」では、防災気象情報の伝え方について課題を整理し、その解決に向けた
今後の改善策及び中長期的に検討すべき事項についてとりまとめた。

＜改善策と推進すべき取組（短期改善事項）＞

• 警戒レベル相当情報の体系整理及びその伝え方。
• 警戒レベル相当情報を補足する解説情報の体系整理。
• その他の警報・注意報・気象情報の体系整理。

• 大雨警報（土砂災害）の発表手法の抜本的な見直し。
• 暴風・波浪・高潮特別警報の地域別の基準値設定。

＜中長期的な検討事項＞

＜今後に向けて＞

（１）線状降水帯がもたらす降り続く顕著な大雨への注意喚起

（２）顕著な台風等が接近した際の呼びかけ方の改善

（３）防災気象情報の信頼度を維持するために

（４）内閣府SWGを受けた警戒レベル相当情報の見直しなど

警戒レベルを軸としたシンプルでわかりやすい防災気象情報体系へ整理・統合

• 関係機関との緊密な連携のもと、推進すべき取組を実施。 • 中長期的な検討事項を議論する場の設置。


